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田沢湖町所在、武蔵野竪穴住居群は.逮〈大正14年vc田口耕之助氏によって発昆され、その後、

武藤一郎、深沢多市氏等によって‘数年V亡わたb調査が実施されました。

そして有利鉄線をめぐらす等の措置が講じられ、保存が図られたのであ bますが、その後、周囲

の状況の変化によって、 2 6個も数えられた竪穴も殆んどが荒され.今では知る人も左い状態V亡左

ったのであ bます。しかるに最近‘ζの地域が墓地公固化されるととだii9、遺跡が全面的に破壊

される恐れが生じたので、回、沢湖町教育委員会が主体と左 9.昭和4<1年度、緊急発掘を笑指しま

した。

ぞとで本年は、;宗教育委員会が、田沢湖町教育委員会との共催で、昨年に引き続〈調査を実施し

ましたの本年は‘昨年度完掘できなかった第二 トレンチの完掘調査を目標にしました。その結果、

住居地と しての性格のほかに.昨年度確認でき左かった篭の規模、形式等も明らかに左 Dました。

思えば.何十年もの間眠っていた、とれら遺跡、が、明確左形でとらえられたというととは.まと

とK喜びV亡堪えません。遠し 大正 14年以来、とれが解明Vてるたえられた、先学諸氏に対しでも

多少とも、は念むけが出来たものと存じます。甥合本年の調査をもって‘ この遺跡の金~~う2明らか

に念った訳ではあ bません。今後継続して、解明され左ければ念ら左いものであ bます。しかし‘

一応の調査結果をζζにまとめ、同学諸氏のど参考vて供する次第であbます。ど活用を願ってやみ

ません。がわ9V亡、調査員としてど苦労をいただいた豊島昂氏、その他の方々、また田沢湖町教育

委員会の皆様に感謝申しるげます。

昭 和 4 3年 3月

秋田県教育庁社会教育課長

寺 田 光 手口
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第 l図遺跡怖近地形図

1 遺跡、の立地

武蔵野は元来広大な原野で、生保内)11の流れによってつくられた扇状地である。遺跡は田沢湖

線、田沢湖駅の東北約 1Kmのと ζ ろにあって、扇状地及び扇状地v(接する丘陵商斜面κ営まれて

いる。従って斜面に造営するために特に工夫をとら している様子が発掘調査の結果うか Yわれた。

2 発掘調査にいたる経過

当遺跡は大正14年田口耕之助、故深沢多市の両氏によって発見され‘その後両三度にわたっ

て小規模の発掘調査が笑施された。 i筏 l

更に近年の住宅圏の広大と.田沢湖町生保内地区の都市計画V亡よって‘遺跡附近もその対象と念

ったため昭和也1年 7月2， 5日から S月色目まで、回、沢湖町教育委員会が主体となって第一次調

査を実施した。託2

今回の発掘は第一次調査によって完掘出来なかった 2号トレンチが中心で、他κ一個所回口氏



らの分布調査によって l号住居社と呼称された地点もその対象とした。

註 1. 昭和 3年 10月 l日「秋田県生保内村の竪穴」故深沢多市氏、田口耕之助共著東北文化研

究第 1巻 B号

註2. 昭和也B年 8月 31日「武蔵野竪穴住居士!I:群第一次調査報告」田沢湖町教育委員会

8 第二次調査の要項

(1 )調査主体

秋田県教育委員会

田沢湖町教育委員会

(21 調査期間

昭和告 2年 8月 1日よ lJ8月B自主で

(3) 調査の場所

田沢湖町生保内字武蔵野 10 5の 1 1 0 0 m~ 

(4) 調 査 員

秋田県文化財専門委員 豊 島 昂

補助員

羽後町軽井沢小学校教諭 永 瀬 福 男

測 量 ー員

角館高校田沢湖分校教諭 堀 ) 11 幸 男

田沢湖町田沢 千 予震 不日 夫

事務担当者

秋田県教育庁社会教育主事 加賀谷 辰 維

{/ τ口t ) 11 欣

田沢湖町教育委員会 浦 山 久 志

- 2ー
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第 Z図 武蔵野竪穴住居右上群

第 2次調査平面図

(綱川幸男 ・千葉和夫)

4 発掘

2号トレンテは第一次調査Vてないて‘検出された用材念どから住居社遺縛と推定したが‘日数

の関係で完掘Vていたら念かった。今回の調査はとの推定された住居祉を完掘するのが第一目的で

ある。他v(回口氏らによって 1号住居祉とされた地点を 3号トレンテとし、共V亡凋査を実施した。

特κz号トレンチに於いて発掘された住尉枇は.回口氏念どによって作成された分布図には記録

されていない遺梅である。 ζの調査によって明らかにされた遺構 ・遺物ば次の通bである。

遺構

イ 2号 トνンチ内住居祉の規模の確認弘

ロ 8号トレンチ遺憎の検出なし。

遺物

イ 2号トレンテ内住居社

(1) 須恵、小登 l偲

(21 須慈 愛 l個

13¥ 土師器鉢片 若干

-3-
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第 8図住居社内上層用

材出土状態実測

図

GD 、b

。 3門

r'-'-'-
1 ネ江市?:t:J::¥

~ "f. ，tl 
①ん
ο i 革ト

ヨ'1'生十業，¥V止、

ロ 3号ト νンチ

(1)縄文土器片(後期末) 若干

以上であり、個々については項を改めて記述する。

5 遺構

(1) 2号トレンテ内住居枇

2号トレンテは第一次調査の際， 6号住居祉の南v'c設定したトレンチである。除土作業の結

果‘ トレンチ内全域にわたって木炭の小破片がみられ.ととろによっては焼けカヤ が厚ぐ堆積

していた。 ζの堆積層の下からは家屋用材と推定される多数の炭化されたオ嚇が発見された。

とれにより住居祉と推定したが、完掘にいたっていなかったものである。

第二次調査ではト νンチを 6mX7叫に拡張して‘住居牡の完揺Vてよる規模の確認を第ーの

目僚とした。発掘が進むにつれて、焼木片の分布範囲が限定されるように左る。約也m四方と

なタ上部v'cは第一次調査に際して検出したようv'cカヤ‘小枝、小角材等の炭化したものが多し

所によっては放射状の広がbがみられた。(第S図、図版1の1， 2の 1)更に南側からは鰭

祉が検出された。竃の倶JJ壁は石と粘土で築いた立派なものである。壁は東と北の一部が明確に

-4ー
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住居社床面残存用材出土状態、実視IJ図(堀川幸男図 〉第4図
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縦・断面図住居社第 5図
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第 6図 竃実演IJ図

0.5 1.0 1.5 2Jl門

検出されたにすぎない。とれば住居土d:の立地条件によるもので‘東北部がや h高〈山側となタ

反対に南西部が谷側と在っている。そのためζの住居祉を営むにあたり、東側では一部Vて掘D

込みをつけ、西側には盛b土をして床面となるベースを作っているのが知られた。(第5図)

従って東側を除いた三方の壁は明確左ものではないが、出土品などから一応の線を定めたもの

である。この住居土止の方位は南北線ょ b約 250東傾‘ ζれが住居祉の長軸となる。 ζれは平地

式住居土d:で援は板壁、第 3図の東 ・北仮|医局壁と平行に見える板がそれでるる。従って壁は横

磁目板を使用したもので、 ζの破目板をなさえる用材も一部検出されている。破目板一ーカヤ

の層を掘タ下げると床面があらわれる。(第 4図参照)床Vては敷板が残されている。床面の南

側は竃並びに床面まで粘土が夜〈踏みしめられていた。柱の所在は床面からは検出することが

出来なかった。 た Y周援に並んでいる前記破目板のなさえの用材だけである。と0住居社内か

ら発見された遺物の大半を しめる木材は、用材の外側が焼け、内側は腐蝕し原型をζ Yめない

程κ変形している。第一次調査では鉄鎖等が検出されているが.今回ば乏かった。

他v(土師器鉢片ゃ、須恵器査に竃付近から須曹、器聾が発見されている。

制 篭南壁中央沙らやL東寄.!?VL.発ー旦されるo 高さ30 cm，巾50 cm‘長さ 12 0仰で燃焼部は巾

3 0師、奥行き 60仰、 石と粘土で構築されている。竃の前庭には灰をかき出すための窪地も

ある。竃入口左右κ石lを配している。央にも B個の石が配されて煙道につながるのだろうが、

煙道は確認されなかった。との竃の上部及び左右と前庭部にかけて須恵器、土師器の破片が散

乱し、第 マ図の lは復元したものでるる。竃は内壁及び前庭の灰の状態から長期間使用された

-6-



ものではない。

付 3号卜 νンチ

前述の如し田口氏等によ

って作成された分布図11(1号

住居祉として記録された地点

である。今回の都市計画道路

中vて含まれるため調査の対象

とした。立地条件は武蔵野扇

状地の扇側で、丘陵と接する

谷聞にあたる。ととκ2m)く

8此のトレンチを設定した。

土壊の堆積状態は扇状地から

と丘陵の両方からの土壌の流

入があ9.か念 D海然とした

状態を示している。とれらの土壌に縄文時代後期の土器片が包含されている。基盤層は商面す

るかな b急、な傾斜面であ b‘遺構は検出されない。従ってとと11(6号住居社及び 2号トレンテ

内住居士止と同時期の遺構は発見されなかった。
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第 7図出土須恵器実演fJ図

6 遺物

出土遺物の比較的少ない遺跡であるが、第一次調査に際しては平根柳葉形の鉄鎖を出土してい

る。用材については前述の如くほとんど計額fJ出来念い程に変形している。什器類は破損している

が.個体Vてすれば約 10個程の土師 ・須恵器が発見されている。図示したものはそれらのうち復

元出来た 2点である。

い) 須恵、小室 l個

長頚の小壷であるが、頚部は破損.床面上に散乱して発見されたもの。胎土はや L不良、焼ー

成は良〈器壁はきわめてうすく出来上っている。胴張bの様子は平鹿郡雄物川町末館窯社出土

の長頚査と趣をーにしている。

(吟須恵型

電の付近V亡散乱していたのを復元したものである。胎土‘焼成共にきわめて悪い。ロ縁部を

欠いているが、頭部Vて直角の突さし文がめぐらされている。肩より胴部にかけて櫛目があり、

以下底部κかけては~による磨研のあとがある。

同一住居社内からとの 2点の須恵、器が発見されたのは、今後との穏遺跡の生活什器のセット

の様子や年代推定念どにも貴重な資料となる。

-7 



7 結 ぴ

所期の自的であった2号ト νンチ内に発見された住居祉の完抱による規模の確認は、満足なも

のでは念かったが一応なされたと思う。更V(6号住居社では‘竃の規模.形式念ど不硲笑であっ

たものが.今回の調査で明らかにされた。叉当時ほ昨今程住宅感情が緊迫してい念かっただろう

に‘当住居祉のようκ傾斜地をわざわざ整地してまで建築し念ければならない理由はどとにあっ

たのだろうか。鐙築そのものもあま tv(仮普請V亡すき・るようである。本来の建築であれは・ 6号住

居祉の如〈強固な柱をかまえな〈てはならないのに、それが見当らない。傾斜地を整理 してまで

一時的な挫築物は作るまい。とすれば当住居祉の東又は北に主なる建築物があって、その附属の

建物として造られたのでは念いだろうかと推定される。向調査はとれで終ったのでtまない。都市

計画の実施にともなって発見されるであろう種々の未知念る歴史は、そとに立つ人‘歩む入、計

画を実施する人hの協力によってじよじょに解明される ものと忠九 一人でも多〈の理解者を集

め、郷上のl毘史を守bたい ものでるる。

最後にζの発掘作業に遠目よく働いて〈れた高校生諸君、特v(自費参加をして〈れた横手高校

郷土史クラブの梅川君‘文秋田考古学協会々員の五十嵐芳郎氏は動議のかたわら秋田からの応援

をいただき深〈感謝しと ζに銘記してな礼を申しあげたい。

司ーー



図

版

1

1 住居:t.Jf:上層用材出土状態

2 住居社内東側用材出土状態、

内

uu



図

版

2

住居社内東北隅付近用材出土状態

2 住居土If:内北側用材出土状態
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図

版

3

1 住居社内東北隅用材出土状態

2 住居社内中央部用材出土状態
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図

版

会

1 住居右上完掘

2 住居社完掘
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図

版

5

住居社床面用材残存状態

2 住居社床面用材残存状態
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編 集 後 3
u
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武蔵野竪穴住居群の調査は‘暑いさなかの 8月1日から 8日まで行念われた。

遺跡は.駅から歩いて約30分，1互いきれのむんむんする場所である。そとにテントを張って

調査を実施したのであるが‘天候にも恵まれ.一応所期の目的を達成したものと思われる。この

付近;1.近来宅地化のすLんでいると ζ ろであるので、今回の調査はま ζ とに時宜を待たものと

思う。しかも、発掘地点を含む周辺が、墓地公園の計画から外されそうであるとの話も聞いてい

る。ぞうすれば‘ζの地点が、現状のまま保存されるととに在るし、出来得れば、草木を伐採し

て.公園として整備されるととが望ましいと思う。

さて、本年度の調査結呆は、ど覧のようVてうすいものであるが、ととにまとめるととが出来た。

執筆者でるる豊島昂氏のど苦労VL感謝申しあげたい。またど多忙中ど協力いただいた田沢湖町教

育委員会の浦山社教主事にも感謝申しあげる次第である。

昭和 42年 3月

秋田県教育庁社会 教育課

加賀谷

吉川

辰

欣

雄
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